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⽇本とアメリカが、有機農産物規格の同等性に合意しました。
2014年1⽉1⽇以降、⽇⽶間において、⾃国で認証を得ていれば相⼿国で認証を得ずにオ
ーガニック(有機)として農作物とその加⼯品を販売してよいことになります。

この合意により、両国の有機製品の輸出⼊が盛んになり、市場が活性化することが期待さ
れるとニュースでは報じられていましたが、実はこの合意に関して少し奇妙な点がありま
した。合意に関する発表の仕⽅が、⽇⽶政府間で⼤きく異なっていたのです。

農林⽔産省は、⽇本からアメリカに⾃由にオーガニック農作物を輸出できるようになると
輸出⾯の規制緩和のみを発表(農林⽔産省サイト)。⼀⽅、⽶農務省は相互の同等性に合意
したと発表し、合意の対象外である畜産品やアルコール飲料の扱いにまで⾔及しています
(⽶農務省サイト)。

いったいなぜ、両国間でこのような温度差があったのでしょうか。これを検証する前に、
まずオーガニック基準の背景を説明しておきます。

国ごとに異なるオーガニック基準

オーガニックの基準は、国ごとに異なります。⽇本には農林⽔産省の「有機JAS」、アメ
リカには農務省全⽶オーガニックプログラム「USDA（⽶農務省）オーガニック」、EU
には加盟国共通のオーガニック認証システムと、国や地域ごとに規格があります。いずれ
の基準でも、認証を得ていない製品に「有機」や「オーガニック」と表⽰して販売するこ
とを禁⽌しています。
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しかし、これでは海外にオーガニック製品を輸出したい企業は、輸出先ごとに認証を取得
しなければならず、⼿間もコストもかかります。オーガニック製品の普及を妨げる要因に
もなりかねません。そこで、⾃国と他国のオーガニック認証システムを同等とみなし、⽣
産・加⼯した国で認証を取得し、輸⼊時に証明書を添付すれば、輸出先の国での認証を取
得せずに「オーガニック(有機)」と表⽰し販売してよいとする仕組みがあります。これを
オーガニックの「同等性」といいます。

現時点で⽇本が同等性のある国として認めているのは、EU、オーストラリア、アメリ
カ、アルゼンチン、ニュージーランド、スイス。⼀⽅、アメリカが同等性合意を結んでい
るのはカナダとEUのみ。つまり、これまでは⽇本が⼀⽅的にアメリカのオーガニック基
準に対して同等性を認めていたのです。

よって、農林⽔産省が⽇本からの輸出規制緩和のみを発表したのは、既存の事実を敢えて
発表する必要はないということなのでしょう(他にも思惑があったのかもしれませんが)。

では、アメリカ側が、⽇⽶共に同等性を認めたのは初めてというトーンで発表したのはな
ぜでしょう。

形式上は⽇本側が同等性を認めていたものの、実態が伴っていなかったからでしょう。今
年4⽉に(恐らくEUの要請で)⽇本側が規制を改定するまでは、外国のオーガニック製品に
有機JASマークを貼付できるのは、”有機JAS制度に基づく認定を受けた輸⼊業者”のみで
した(改定後は、他国の認定事業者も貼付可能)。さらに、USDAオーガニックで認可され
ているが有機JASでは認可されていない物質の使⽤を⽇本側が認めておらず、実質的には
コスト・処理⾯共に有機JAS認証を取得するのと⼤差なかったのでしょう。

抜け⽳が多い有機JAS規格

そして奇妙なことに、アメリカ側は今回の合意の対象外である畜産物やアルコール飲料に
関しても⾔及しています。⽶農務省のウエブサイトでは、”USDAオーガニック認証を得
ている有機JAS対象外の製品(⾁、乳製品、ハチミツ、繊維製品など)は、これまで通り
JASマークの表⽰なしに⽇本でオーガニックとして販売してもよいだろう”と明記。⼀
⽅、”農作物・加⼯品以外の有機JAS認証製品をアメリカに輸⼊する際には、USDAオーガ
ニック認証が必要”としています。

なぜ、敢えて合意対象外の製品に関して、このような発表をしたのでしょうか。

実は、この合意が農作物とその加⼯品のみに限定され、畜産物やアルコール飲料などが対
象外とされているのは、⽇本の有機JASが農作物とその加⼯品のみを対象としているから
です。
畜産物の有機JAS規格もありますが、あくまで「任意」です。つまり、農作物と異なり、
有機JAS認証を得ていない畜産品にオーガニックと表⽰することは、厳密には禁⽌されて
いないということです。さらに、有機JAS畜産物の対象となる動物にはミツバチが含まれ
ていないため、ハチミツは有機JAS認証を得ることができません。そして、アルコール飲
料は、農林⽔産省ではなく国税庁が有機の表⽰基準を設けており、これも農林⽔産省管轄
の有機JAS規格の対象外となっています(アメリカも、農作物は農務省、畜産物は⾷品医
薬品局、アルコール類は財務省の管轄なので、当初はオーガニック基準が煩雑でしたが、
現在は農務省のUSDAオーガニック基準に統⼀されています)。

つまり、有機JASは意外と抜け⽳が多いのです。
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有機JAS規格が農作物と加⼯品以外を対象としていないのですから、同等性合意に畜産物
やアルコール飲料を含めることはできません。アメリカはここに⽬をつけ、これら製品を
有機JAS認証なしに輸⼊することを⾮公式に容認したのでしょう。

⽇本にとって損か得か

さて、この合意により何が起こるのでしょうか。

AP通信によると、⽶農務省はアメリカから⽇本への輸出額が3年で3倍(8千万ドル(約78
億円)から2億5千万ドル(約243億円))になると予測。⽶オーガニック貿易協会によると、
アメリカのオーガニック市場は2012年で315億ドル(約3兆円)、オーガニックマーケティ
ング協議会によると、⽇本は2010年時点で1,200〜1,400億円と、アメリカ市場の⽅が
圧倒的に⼤きく、アメリカは既に価格訴求⼒もありますから、この合意を機に増えるの
は、⽇本からアメリカへよりもアメリカから⽇本への輸出でしょう。特に農作物以外は証
明書も不要なのですから、これまでそのことを知らなかった業者もこの発表により⽇本へ
の輸出を検討し始めるかもしれません。

では、これは⽇本にとって良いことなのでしょうか、それとも悪いことなのでしょうか。

安いアメリカ製品が⼊ってくるのですから、⽇本のオーガニック⽣産者にとっては⼀時的
に打撃となるでしょう。しかし、市場が活性化し、農薬や添加物を使った慣⾏品とオーガ
ニック製品の値段の差が縮まれば、より多くの⼈がオーガニックを買うようになるでしょ
うし、需要が増えれば農家もオーガニックに切り替えるようになるでしょう。これによ
り、不必要な農薬や添加物の使⽤量を削減でき、⼟壌や地下⽔の汚染が減り、因果関係が
あるとされる現代病も減るかもしれません。オーガニック製品の普及により⼈々が安⼼し
て暮らせる社会になるのなら、⻑期的には良いことといえるでしょう。

もちろん、オーガニックが万能というわけではありません。著書『サスティナブルシティ
ニューヨーク』で詳しく説明していますが、オーガニック農業の⼤規模化により慣⾏農業
と同様の問題が起こるなど、オーガニックにも問題はあります。それに、遠いアメリカか
らの輸⼊が増えることで、輸送時の温室効果ガス排出量の増加も懸念されます。しかし、
農薬、添加物、遺伝⼦組み換えなど、オーガニックの普及により解決できる問題は多いで
しょう。

⽣産者にとっても、競争が起こることでより良い物を作り出すようになるでしょうし、外
国産と異なり地の利を⽣かした販促もできるでしょうから、⼀概に海外産が⼊ることが悪
いわけではないと思います。

アメリカでは、オーガニック専⾨の⼤⼿スーパーが各所にあり、⼀般のスーパーの多くが
オーガニック⾷品を取り扱い、ファーマーズマーケットはイベントとしてではなくスーパ
ーの代わりに⽇常的に利⽤されています。アメリカは環境⾯で反⾯教師とすべき点が多々
ある国ですが、ことオーガニックの普及に関しては、⽇本は倣うべきだと思います。

今回の合意を機に、より多くの⽇本の消費者が気軽にオーガニックを購⼊できるようにな
り、より多くの⽇本の農畜産家や⾷品業者がオーガニック⽣産に切り替えるようになるこ
とを期待したいと思います。



⽶ニューヨーク在住、⽶環境・ソーシャルビジネス・政策のリサーチ・コンサルタント。ハーバード
⼤学エグゼクティブエデュケーション サステナビリティリーダーシップ修了。慶應義塾⼤学商学部卒
業後、経営コンサルティング会社アクセンチュア勤務を経て渡⽶。ニューヨーク州⽴ファッション⼯
科⼤学卒業後、02年⽶国にて起業。当初⽶⼩売・ファッション市場の調査・コンサルティングを⾏う
が、社会課題解決の必要性に⽬覚め、以来持続可能な社会の実現に向けて取り組む。著書『サスティ
ナブルシティ ニューヨーク』『グリーンファッション⼊⾨』(繊研新聞社)、共著書『エコデザイン』
(東京⼤学出版会)、訳書『ターゲット』（商業界）。
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iPhoneにバッテリー残量表⽰機能が帰ってくる︖ iOS 16ベータ版で復活が
確認される
篠原修司 8/30(⽕) 21:31

ウクライナ空軍がMiG-29戦闘機によるAGM-88対レーダーミサイルの使⽤映
像を公開
JSF 8/30(⽕) 20:59

中国⼈経営者が稲盛和夫⽒を尊敬する理由 著書は書店に平積み、ベストセラ
ーに
中島恵 8/30(⽕) 20:12

⻄進台⾵11号沖縄へ ⼤東島では住宅倒壊のおそれも
崎濱綾⼦ 8/30(⽕) 20:02

この2⽇間が正念場の筒⾹嘉智──菊地慶剛のスポーツメディア・リテラシー
vol.128──
菊地慶剛 8/30(⽕) 16:59

忍者・服部慎⼀郎四段（23）公式戦連勝は19でストップ︕ 加古川⻘流戦で⼭
本博志四段（26）に敗れる
松本博⽂ 8/30(⽕) 18:45

男⼦バレー世界選⼿権、キューバ戦へ。カギはサーブ。⽇本代表で「最も嫌な
サーブを打つ選⼿」とは
⽥中⼣⼦ 8/30(⽕) 18:45

新たな台⾵発⽣へ。台⾵11号は極端な暴⾵のおそれも。
森朗 8/30(⽕) 18:08
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